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P1
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ HW

①下の回路図において、抵抗 を求める式として、正しいのは次のうち

どれか。（H18 問6）
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P2
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ HW
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P3
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ HW

②下の回路図において、電流 の値として最も近いものを選べ。
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P4
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ HW
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P5
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ 抵抗・・・物質、形、温度によって値が変わる

𝑅 = 𝜌
𝑙

𝑆

𝑅

抵抗率

長さ[m]

断面積[m2]
𝑆[m2]

𝑙[m2]

物質 抵抗率

銀 1.59 × 10−8

銅 1.68 × 10−8

アルミニウム 2.82 × 10−8

純水 2.50 × 105
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抵抗値は長さに比例し、断面積に反比例する



P6
理論

【直流回路】6.抵抗

例題1
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P7
理論

【直流回路】6.抵抗

例題2
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P8
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ コンダクタンス・・・抵抗の逆数のことで単位は[S]
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P9
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ 抵抗と温度の関係

温度[K]

抵抗[Ω]

0[K]

-273[℃]

純粋な金属

半導体

273[K]

0[℃]

金属の通常使用においては、

温度の上昇によって、一定の割合
で抵抗値が増加する。



P10
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ 抵抗温度係数・・・ある温度での抵抗値を基準として、温度が1℃

上昇したときの変化する抵抗値の割合のこと

20 [℃]で50Ωの抵抗を24 [℃]に上げると60 [Ω]となった場合

1 [℃]あたり2.5 [Ω]上がっているので20 [℃]での

抵抗温度係数α20 =
2.5

50
= 0.05 となる。

𝑅24 = 𝑅20 × 1 + α20 × 24 − 20温度 抵抗値

20℃ 50Ω

21℃ 52.5Ω

24℃ 60Ω



P11
理論

【直流回路】6.抵抗

例題

15℃で抵抗温度係数α15 = 0.0002の抵抗がある。この抵抗は

20℃で30.03 [Ω]であった。この抵抗が15 [℃]のときと16 [℃]

のときの抵抗値を求めよ。

15℃での抵抗を𝑅15とすると

𝑅15 × (1 + α15 × 5) = 30.03

𝑅15 × (1 + 0.0002 × 5) = 30.03

𝑅15 × 1.001 = 30.03

𝑅15 = 30

16℃での抵抗を𝑅16とすると

30 × (1 + α15 × 1) = 𝑅16

30 × (1 + 0.0002 × 1) = 𝑅16

30 × 1.0002 = 𝑅16

𝑅16 = 30.006



P12
理論

【直流回路】6.抵抗

◼ HW

20℃における抵抗値が𝑅1[Ω],抵抗温度係数がα1[℃
−1]の抵抗器Aと20[℃]

における抵抗値が𝑅2[Ω],抵抗温度係数がα2 = 0[℃−1]の抵抗器Bが

並列に接続されている。

その20[℃]と21[℃]における並列の合成抵抗値をそれぞれ𝑟20[Ω], 𝑟21[Ω]とし、

を変化率とする。変化率として正しいものを次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。
𝑟21 − 𝑟20
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1
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3
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4

𝛼1𝑅2
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5
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𝑅1 +𝑅2 +α1𝑅2
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